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学位論文審査要旨 

 

 ヒトは自発的な運動を行う時、自らがその運動を企画し、身体部位を動かして実行し、

それを感覚としてとらえることで「自分が運動をしている」という運動主体感を覚える。

モニターに映し出された手の運動を受動的に観察した場合にも自分が手を動かしている

ような錯覚が起きることが知られている。本研究は、道具操作の際にも操作中の道具の

先端部をモニターで観察した場合に運動主体感が生じるかどうか、またその際活動する

脳の部位はどこなのかを明らかにする目的で行われた。 

実験の対象者は右利き健常成人 12 名(平均 36 歳)で、被験者は楽な姿勢で椅子に座り、

右手を BOX中に入れ木片をつまむトングを持たされた。視覚遮断したうえで、BOX上に課

題提示用のタブレットを設置しその動画を見るよう求められた。10秒の休憩後、20秒間

トングが木片を把持する動画を見せ、その後再び 10秒の休憩を与えた。動画は 2種類で、

運動主体感条件（自分の手の延長線上にトングの先端が来る位置）と非運動主体感条件

（自分の手の左 15㎝にタブレットを設置）である。課題遂行中の脳血流量を fNIRSで測

定し、脳の活動部位を同定した。また、各課題における運動主体感の鮮明度を質問に答え

させる形で判定した。 



 

 

運動主体感条件下では、右手にトングを持っていたにもかかわらず、右前頭前野と右下

前頭領域の活動が非運動主体感条件よりも有意に高値であった。一方、非運動主体感条

件下では左前頭前野、左下前頭領域の活動が運動主体感条件よりも有意に高値であった。

以上の結果から、道具操作の画像を観察することによって運動主体感が生じ、それには

右下前頭領域が関与することが示された。 

 

最終試験結果要旨 

 

 最終試験において、運動主体感と運動中枢や感覚中枢との関連、左右両半球の機能分

担などさまざまな研究の背景に関する考察が延べられ、脳血流測定によって運動主体感

を生じさせる脳の部位が特定されたことが述べられた。質疑応答の中で、運動主体感の

程度を答えさせる質問の内容が異なるのに、その回答の得点を加算してしまって脳の活

動量との関連を見た実験では、質問の内容ごとに脳の活動量との相関を見るべきではな

かったかとの指摘があった。また、今回の研究が対象とした「運動錯覚」は運動の習熟度

との関連があるのではないかとの指摘もあった。今回見出された領域は右脳の下前頭葉

領域で、左脳の運動性言語中枢に対応する部位である。このことからも言語との関連性

に関する検討も必要であろうとの指摘もあった。 

最近、中枢神経系のリハビリテーションに運動錯覚を積極的に使用することが試みられ

ている。本論文は神経リハビリテーションを行う上で役立つ貴重な結果を提供するもの

であり、本研究科において博士の学位を授与するに相応しい研究であると評価された。 


